








                                             
             
 
 
   氏名            刘  金莎 
 
   学位の種類          博 士（農学） 
 
   学位記番号          博 甲 第 ８６０８ 号 
 
   学位授与年月日      平成 ３０年 ３月 ２３日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
   学位論文題目  マウス精子の凍結保存感受性に関する量的形質遺伝子座（QTL）解析 
 
 
   主査             筑波大学教授（連携大学院） 農学博士   小倉 淳郎 
 
   副査       筑波大学教授        農学博士   馬場 忠 
 
   副査       筑波大学准教授       博士（農学） 柏原 真一 
 
   副査       筑波大学准教授（連携大学院）博士（理学） 井上 貴美子 
 
  






























               審   査   の   要   旨 
マウスは、発生工学技術が広く日常的に用いられている実験動物である。しかし、これらの発生工学技術の
うち、体外受精、胚移植、胚・精子凍結技術など基本的な技術でさえも、マウス系統間で効率が大きく異なっ
てくる。これまで、マウス利用者の間で、この系統間差の情報が経験的に積み重ねられてきたが、その原因は
ほとんど知られていない。著者はマウスに存在するリコンビナント(RI)近交系に着目し、この発生工学技術の
効率の種間差の原因をforward geneticsにより解析することを試みた。本研究は、生殖工学に関連する初めての
RI系統を用いたQTL解析であったが、受精率の計算方法を工夫するなどにより、精子の凍結融解感受性のQTL
部位の同定に成功した。今後、候補遺伝子を用いたreverse geneticsの手法による機能解析につながるものであ
る。また、凍結融解後の受精率に影響するパラメーターとして、精子前培養後の受精能獲得率を同定した。こ
れは、B6凍結融解精子が、methyl-β-cyclodextrinにより受精能獲得が促進され、受精率が改善することを理論
的に裏付けたものであり、今後のさまざまな系統の技術開発において、受精能獲得が信頼できるパラメーター
であることを示唆した。著者の研究により得られた情報は、今後の精子凍結の技術改善および精子の生理学的
な特性解析に役立つものと期待される。 
平成30年1月15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
